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(54)【発明の名称】 液晶表示装置

(57)【要約】
【課題】  表示制御装置から駆動回路に無効表示データ
を含む表示データを転送する際に、バスライン上の転送
周波数を低減することができる液晶表示装置を提供す
る。
【解決手段】  奇数番目の前記駆動回路用の表示データ
と、偶数番目の前記駆動回路用の表示データとを交互に
前記複数の駆動回路に送出する表示制御装置とを備える
液晶表示装置であって、前記表示制御装置は、前記偶数
番目の駆動回路の少なくとも一つの駆動回路に無効表示
データを送出する際に、前記偶数番目の駆動回路用の無
効表示データの前に位置する、前記奇数番目の駆動回路
用の有効表示データを、前記無効表示データとして送出
する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶表示素子と、複数の駆動回路と、無
効表示データを含む表示データを前記複数の駆動回路に
送出する表示制御装置とを備える液晶表示装置であっ
て、
前記表示制御装置は、無効表示データを前記複数の駆動
回路に送出する際に、前記無効表示データとして、前記
無効表示データの前に位置する前記有効表示データと同
一レベルのデータを送出することを特徴とする液晶表示
装置。
【請求項２】  液晶表示素子と、複数の駆動回路と、無
効表示データを含む表示データを前記複数の駆動回路に
送出する表示制御装置とを備える液晶表示装置であっ
て、
前記表示制御装置は、無効表示データを前記複数の駆動
回路に送出する際に、前記無効表示データとして、前記
無効表示データに連続する前記有効表示データと同一レ
ベルのデータを送出することを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項３】  液晶表示素子と、複数の駆動回路と、奇
数番目の前記駆動回路用の表示データと、偶数番目の前
記駆動回路用の表示データとを交互に前記複数の駆動回
路に送出する表示制御装置とを備える液晶表示装置であ
って、
前記表示制御装置は、前記偶数番目の駆動回路の少なく
とも一つの駆動回路に無効表示データを送出する際に、
前記無効表示データの前に位置する、前記奇数番目の駆
動回路用の有効表示データと同一レベルのデータを、前
記無効表示データとして送出することを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項４】  液晶表示素子と、複数の駆動回路と、奇
数番目の前記駆動回路用の表示データと、偶数番目の前
記駆動回路用の表示データとを交互に前記複数の駆動回
路に送出する表示制御装置とを備える液晶表示装置であ
って、
前記表示制御装置は、前記奇数番目の駆動回路の少なく
とも一つの駆動回路に無効表示データを送出する際に、
前記無効表示データに連続する、前記偶数番目の駆動回
路用の有効表示データと同一レベルのデータを、前記無
効表示データとして送出することを特徴とする液晶表示
装置。
【請求項５】  前記複数の駆動回路の少なくとも一つ
は、前記液晶表示素子の信号線に接続されない出力端子
を有し、
前記無効表示データは、前記液晶表示素子の信号線に接
続されない出力端子に接続される内部回路用の表示デー
タであることを特徴とする請求項３または請求項４に記
載の液晶表示装置。
【請求項６】  液晶表示素子と、複数の駆動回路と、奇
数番目の前記駆動回路用の表示データと、偶数番目の前
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記駆動回路用の表示データとを交互に前記複数の駆動回
路に送出する表示制御装置とを備える液晶表示装置であ
って、
前記表示制御装置は、外部から入力される奇数番目の駆
動回路用の表示データを格納する第１の格納手段と、
外部から入力される偶数番目の駆動回路用の表示データ
を格納する第２の格納手段とを有し、
前記第１の格納手段、および第２の格納手段から交互に
表示データを読み出して前記複数の駆動回路に送出し、
かつ、前記偶数番目の駆動回路の少なくとも一つの駆動
回路に無効表示データを送出する際に、前記無効表示デ
ータの前に位置する、前記奇数番目の駆動回路用の有効
表示データを、前記無効表示データとして送出すること
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項７】  前記表示制御装置は、無効表示データの
送出タイミングを検出して、前記第１の格納手段から読
み出された有効表示データを、前記無効表示データとし
て送出することを特徴とする請求項６に記載の液晶表示
装置。
【請求項８】  前記表示制御装置は、前記第２の格納手
段に格納する表示データが無効表示データである場合
に、前記無効表示データの前に位置する前記奇数番目の
駆動回路用の有効表示データを、前記第２の格納手段に
格納することを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装
置。
【請求項９】  液晶表示素子と、複数の駆動回路と、奇
数番目の前記駆動回路用の表示データと、偶数番目の前
記駆動回路用の表示データとを交互に前記複数の駆動回
路に送出する表示制御装置とを備える液晶表示装置であ
って、
前記表示制御装置は、外部から入力される奇数番目の駆
動回路用の表示データを格納する第１の格納手段と、
外部から入力される偶数番目の駆動回路用の表示データ
を格納する第２の格納手段とを有し、
前記第１の格納手段、および第２の格納手段から交互に
表示データを読み出して前記複数の駆動回路に送出し、
かつ、前記奇数番目の駆動回路の少なくとも一つの駆動
回路に無効表示データを送出する際に、前記無効表示デ
ータに連続する、前記偶数番目の駆動回路用の有効表示
データを、前記無効表示データとして送出することを特
徴とする液晶表示装置。
【請求項１０】  前記表示制御装置は、無効表示データ
の送出タイミングを検出して、前記第２の格納手段から
読み出された有効表示データを、前記無効表示データと
して送出することを特徴とする請求項８に記載の液晶表
示装置。
【請求項１１】  前記表示制御装置は、前記第１の格納
手段に格納する表示データが無効表示データである場合
に、前記無効表示データに連続する、前記偶数番目の駆
動回路用の有効表示データを、前記第１の格納手段に格
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納することを特徴とする請求項９に記載の液晶表示装
置。
【請求項１２】  前記表示制御装置は、前記複数の駆動
回路に送出するクロック信号をカウントして、無効表示
データの送出タイミングを検出することを特徴とする請
求項７または請求項１０に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】  前記複数の駆動回路の少なくとも一つ
は、前記液晶表示素子の信号線に接続されない出力端子
を有し、
前記無効表示データは、前記液晶表示素子の信号線に接
続されない出力端子に接続される内部回路用の表示デー
タであることを特徴とする請求項６または請求項９に記
載の液晶表示装置。
【請求項１４】  液晶表示素子と、前記液晶表示素子を
制御する表示制御装置とを備える液晶表示装置であっ
て、
前記表示制御装置は、外部から入力されるディスプレイ
タイミング信号内の表示データ数に基づき、入力モード
を変更することを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１５】  前記表示制御装置は、前記ディスプレ
イタイミング信号内の外部クロック数をカウントするカ
ウント手段と、
前記カウント手段でのカウント数に基づき動作モードを
判別する判別手段と、
前記判別手段での判別結果に基づき内部で入力モードを
変更するモード変更手段とを有することを特徴とする請
求項１４に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶表示装置に係
わり、特に、駆動回路（ドレインドライバ）間でディジ
タル信号を転送する方式の液晶表示装置の駆動回路に適
用して有効な技術に関する。
【０００２】
【従来の技術】ＳＴＮ（Super Twisted Nematic）方
式、あるいはＴＦＴ（Thin Film Transister）の液晶表
示モジュールは、ノート型パソコン等の表示装置として
広く使用されている。これらの液晶表示装置は、液晶表
示パネルと、液晶表示パネルを駆動する駆動回路（ドレ
インドライバおよびゲートドライバ）、表示制御装置
（または、タイミングコントローラ）、電源回路を備え
ている。なお、このような液晶表示装置は、例えば、特
願平９－７１３２８号に記載されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】近年、液晶表示装置に
おいては、液晶表示パネルの大画面化の要求に伴って、
液晶表示パネルの解像度として、ＸＧＡ表示モードの１
０２４×７６８画素、ＳＸＧＡ表示モードの１２８０×
１０２４画素、ＵＸＧＡ表示モードの１６００×１２０
０画素と高解像度化が要求されている。このような、液
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晶表示パネルの高解像度化に伴い、表示制御装置から奇
数番目のドレインドライバに対して第１の表示データ取
込用のクロック信号を供給し、また、偶数番目のドレイ
ンドライバに対して第２の表示データ取込用のクロック
信号を供給するとともに、表示制御装置から奇数番目の
ドレインドライバ用の表示データ、および偶数番目のド
ライバ用の表示データとを交互にドレインドライバに送
出するようにして、表示制御装置からドレインドライバ
に供給される表示データ取込用のクロック信号の周波数
を低減するようにしたものがある。
【０００４】前述したような液晶表示装置において、コ
スト低減のために、ドレインドライバとして汎用のもの
を使用する場合があった。この場合に、全ドレインドラ
イバの出力端子数に比して、液晶表示パネルのドレイン
信号線が少なくなる場合があり、このような場合、従来
では、余分となるドレインドライバの出力端子には、液
晶表示パネルのドレイン信号線を接続しないで使用して
いた。しかしながら、ドレインドライバの回路構成上、
このような余分な出力端子を有するドレインドライバに
も、全ての出力端子分の表示データを供給する必要があ
った。ここで、この余分な出力端子分の表示データを、
以下、無効表示データと称し、それ以外の出力端子分の
表示データを有効表示データと称する。そして、従来で
は、前述の無効表示データとして、Ｈｉｇｈレベル（以
下、単に、Ｈレベルという）、あるいは、Ｌｏｗレベル
（以下、単に、Ｌレベルという）を出力していた。
【０００５】しかしながら、この従来の方法では、表示
データを転送するバスライン上のデータの並びとして、
例えば、Ｈレベルの無効表示データ→Ｌレベルの有効表
示データ→Ｈレベルの無効表示データの繰り返し、ある
いは、Ｌレベルの無効表示データ→Ｈレベルの有効表示
データ→Ｌレベルの無効表示データの繰り返しが生じ、
バスライン上の転送周波数が上昇する場合があった。一
方、パーソナルコンピュータ等の情報機器では、当該情
報機器から発生する放射電磁雑音の発生量が規制されて
いる。そして、液晶表示装置において、少しでも放射電
磁雑音の発生量を少なくするために、バスライン上の転
送周波数を低減する方法が有効であるが、前述したよう
に、従来の液晶表示装置では、無効表示データを含む表
示データを転送する際に、バスライン上の転送周波数が
上昇するという問題点があった。
【０００６】本発明は、前記従来技術の問題点を解決す
るためになされたものであり、本発明の目的は、液晶表
示装置において、表示制御装置から駆動回路に無効表示
データを含む表示データを転送する際に、バスライン上
の転送周波数を低減することが可能となる技術を提供す
ることにある。また、本発明の他の目的は、液晶表示装
置において、表示制御装置の共通化を図り、コストを低
減することが可能となる技術を提供することにある。本
発明の前記ならびにその他の目的と新規な特徴は、本明
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細書の記述及び添付図面によって明らかにする。
【０００７】
【課題を解決するための手段】本願において開示される
発明のうち、代表的なものの概要を簡単に説明すれば、
下記の通りである。即ち、本発明は、液晶表示素子と、
複数の駆動回路と、無効表示データを含む表示データを
前記複数の駆動回路に送出する表示制御装置とを備える
液晶表示装置であって、前記表示制御装置は、無効表示
データを前記複数の駆動回路に送出する際に、前記無効
表示データとして、前記無効表示データの前に位置する
前記有効表示データと同一レベルのデータを送出するこ
とを特徴とする。また、本発明は、液晶表示素子と、複
数の駆動回路と、無効表示データを含む表示データを前
記複数の駆動回路に送出する表示制御装置とを備える液
晶表示装置であって、前記表示制御装置は、無効表示デ
ータを前記複数の駆動回路に送出する際に、前記無効表
示データとして、前記無効表示データに連続する前記有
効表示データと同一レベルのデータを送出することを特
徴とする。
【０００８】また、本発明は、液晶表示素子と、複数の
駆動回路と、奇数番目の前記駆動回路用の表示データ
と、偶数番目の前記駆動回路用の表示データとを交互に
前記複数の駆動回路に送出する表示制御装置とを備える
液晶表示装置であって、前記表示制御装置は、前記偶数
番目の駆動回路の少なくとも一つの駆動回路に無効表示
データを送出する際に、前記無効表示データの前に位置
する、前記奇数番目の駆動回路用の有効表示データと同
一レベルのデータを、前記無効表示データとして送出す
ることを特徴とする。また、本発明は、液晶表示素子
と、複数の駆動回路と、奇数番目の前記駆動回路用の表
示データと、偶数番目の前記駆動回路用の表示データと
を交互に前記複数の駆動回路に送出する表示制御装置と
を備える液晶表示装置であって、前記表示制御装置は、
前記奇数番目の駆動回路の少なくとも一つの駆動回路に
無効表示データを送出する際に、前記無効表示データに
連続する、前記偶数番目の駆動回路用の有効表示データ
と同一レベルのデータを、前記無効表示データとして送
出することを特徴とする。
【０００９】また、本発明は、液晶表示素子と、複数の
駆動回路と、奇数番目の前記駆動回路用の表示データ
と、偶数番目の前記駆動回路用の表示データとを交互に
前記複数の駆動回路に送出する表示制御装置とを備える
液晶表示装置であって、前記表示制御装置は、外部から
入力される奇数番目の駆動回路用の表示データを格納す
る第１の格納手段と、外部から入力される偶数番目の駆
動回路用の表示データを格納する第２の格納手段とを有
し、前記第１の格納手段、および第２の格納手段から交
互に表示データを読み出して前記複数の駆動回路に送出
し、かつ、前記偶数番目の駆動回路の少なくとも一つの
駆動回路に無効表示データを送出する際に、前記無効表
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示データの前に位置する、前記奇数番目の駆動回路用の
有効表示データを、前記無効表示データとして送出する
ことを特徴とする。
【００１０】本発明の実施の形態では、前記表示制御装
置は、無効表示データの送出タイミングを検出して、前
記第１の格納手段から読み出された有効表示データを、
前記無効表示データとして送出する。本発明の実施の形
態では、前記表示制御装置は、前記第２の格納手段に格
納する表示データが無効表示データである場合に、前記
無効表示データの前に位置する前記奇数番目の駆動回路
用の有効表示データを、前記第２の格納手段に格納す
る。
【００１１】また、本発明は、液晶表示素子と、複数の
駆動回路と、奇数番目の前記駆動回路用の表示データ
と、偶数番目の前記駆動回路用の表示データとを交互に
前記複数の駆動回路に送出する表示制御装置とを備える
液晶表示装置であって、前記表示制御装置は、外部から
入力される奇数番目の駆動回路用の表示データを格納す
る第１の格納手段と、外部から入力される偶数番目の駆
動回路用の表示データを格納する第２の格納手段とを有
し、前記第１の格納手段、および第２の格納手段から交
互に表示データを読み出して前記複数の駆動回路に送出
し、かつ、前記奇数番目の駆動回路の少なくとも一つの
駆動回路に無効表示データを送出する際に、前記無効表
示データに連続する、前記偶数番目の駆動回路用の有効
表示データを、前記無効表示データとして送出すること
を特徴とする。
【００１２】本発明の実施の形態では、前記表示制御装
置は、無効表示データの送出タイミングを検出して、前
記第２の格納手段から読み出された有効表示データを、
前記無効表示データとして送出する。本発明の実施の形
態では、前記表示制御装置は、前記第１の格納手段に格
納する表示データが無効表示データである場合に、前記
無効表示データに連続する、前記偶数番目の駆動回路用
の有効表示データを、前記第１の格納手段に格納する。
【００１３】本発明の実施の形態では、前記表示制御装
置は、前記複数の駆動回路に送出するクロック信号をカ
ウントして、無効表示データの送出タイミングを検出す
る。本発明の実施の形態では、前記複数の駆動回路の少
なくとも一つは、前記液晶表示素子の信号線に接続され
ない出力端子を有し、前記無効表示データは、前記液晶
表示素子の信号線に接続されない出力端子に接続される
内部回路用の表示データある。
【００１４】また、本発明は、液晶表示素子と、前記液
晶表示素子を制御する表示制御装置とを備える液晶表示
装置であって、前記表示制御装置は、外部から入力され
るディスプレイタイミング信号内の表示データ数に基づ
き、入力モードを変更することを特徴とする。また、本
発明の実施の形態では、前記表示制御装置は、前記ディ
スプレイタイミング信号内の外部クロック数をカウント
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7
するカウント手段と、前記カウント手段でのカウント数
に基づき動作モードを判別する判別手段と、前記判別手
段での判別結果に基づき内部で入力モードを変更するモ
ード変更手段とを有する。
【００１５】前記手段によれば、表示制御装置から無効
表示データを含む表示データを各駆動回路に転送する際
に、表示データのレベルが変化しないようにしたので、
バスライン上の転送周波数を低減することが可能とな
る。また、前記手段によれば、表示制御装置は、外部か
ら入力されるディスプレイタイミング信号内の表示デー
タ数に基づき、動作モードを変更するようにしたので、
表示制御装置として各動作モード毎に共通のものを使用
することができ、これにより、コストを低減することが
可能となる。
【００１６】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を詳細に説明する。なお、実施の形態を説明す
るための全図において、同一機能を有するものは同一符
号を付け、その繰り返しの説明は省略する。
［実施の形態１］図１は、本発明の実施の形態１のＴＦ
Ｔ方式の液晶表示モジュールの概略構成を示すブロック
図である。本実施の形態の液晶表示モジュールは、液晶
表示パネル（ＴＦＴ－ＬＣＤ）１０の長辺側の一辺にド
レインドライバ１３０が配置され、また、液晶表示パネ
ル１０の短辺側の一辺に、ゲートドライバ１４０が配置
される。インタフェース部１００はインタフェース基板
に実装され、また、ドレインドライバ１３０、ゲートド
ライバ１４０も、それぞれ専用のプリント基板に実装さ
れる。
【００１７】図２は、図１に示す液晶表示パネル１０の
一例の等価回路を示す図である。同図に示すように、液
晶表示パネル１０は、マトリクス状に形成される複数の
画素を有する。各画素は、隣接する２本の信号線（ドレ
イン信号線（Ｄ）またはゲート信号線（Ｇ））と、隣接
する２本の信号線（ゲート信号線（Ｇ）またはドレイン
信号線（Ｄ））との交差領域内に配置される。各画素は
薄膜トランジスタ（ＴＦＴ１，ＴＦＴ２）を有し、各画
素の薄膜トランジスタ（ＴＦＴ１，ＴＦＴ２）のソース
電極は、画素電極（ＩＴＯ１）に接続され、画素電極
（ＩＴＯ１）とコモン電極（ＩＴＯ２）との間に液晶層
が設けられるので、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ１，ＴＦ
Ｔ２）のソース電極とコモン電極との間には、液晶容量
（ＣLC）が等価的に接続される。また、薄膜トランジス
タ（ＴＦＴ１，ＴＦＴ２）のソース電極と前段のゲート
信号線（Ｇ）との間には、付加容量（ＣADD ）が接続さ
れる。
【００１８】図３は、図１に示す液晶表示パネル１０の
他の例の等価回路を示す図である。図２に示す例では、
前段のゲート信号線（Ｇ）とソース電極との間に付加容
量（ＣADD ）が形成されているが、図３に示す例の等価
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回路では、コモン電極（ＩＴＯ２）に供給されるＶＣＯ
Ｍの電圧が印加される共通信号線（ＣＯＭ）とソース電
極との間に保持容量（ＣＳＴＧ）が形成されている点が
異なっている。なお、図２、図３において、ＡＲは表示
領域である。本発明は、どちらにも適用可能であるが、
前者の方式では、前段のゲート信号線（Ｇ）パルスが付
加容量（ＣADD ）を介して画素電極に飛び込むのに対
し、後者の方式では、飛び込みがないため、より良好な
表示が可能となる。また、図２、図３は、縦電界方式の
液晶表示パネルの等価回路を示しており、さらに、図
２、図３は回路図であるが、実際の幾何学的配置に対応
して描かれている。
【００１９】図２、図３に示す液晶表示パネル１０にお
いて、列方向に配置された各画素の薄膜トランジスタ
（ＴＦＴ１，ＴＦＴ２）のドレイン電極は、それぞれド
レイン信号線（Ｄ）に接続され、各ドレイン信号線
（Ｄ）は、列方向の各画素の液晶に階調電圧を印加する
ドレインドライバ１３０に接続される。また、行方向に
配置された各画素における薄膜トランジスタ（ＴＦＴ
１，ＴＦＴ２）のゲート電極は、それぞれゲート信号線
（Ｇ）に接続され、各ゲート信号線（Ｇ）は、１水平走
査時間、行方向の各画素の薄膜トランジスタ（ＴＦＴ
１，ＴＦＴ２）のゲート電極に走査駆動電圧（正のバイ
アス電圧あるいは負のバイアス電圧）を供給するゲート
ドライバ１４０に接続される。
【００２０】図１に示すインタフェース部１００は、表
示制御装置１１０と電源回路１２０とから構成される。
表示制御装置１１０は、１個の半導体集積回路（ＬＳ
Ｉ）から構成され、コンピュータ本体側から送信されて
くるクロック信号（ＣＫ）、ディスプレイタイミング信
号（ＤＴＭＧ）、水平同期信号（ＨＳＹＮＣ）、垂直同
期信号（ＶＳＹＮＣ）の各表示制御信号および表示用デ
ータ（Ｒ・Ｇ・Ｂ）を基に、ドレインドライバ１３０、
および、ゲートドライバ１４０を制御・駆動する。表示
制御装置１１０は、ディスプレイタイミング信号が入力
されると、これを表示開始位置と判断し、受け取った単
純１列の表示データを、表示データのバスライン１３３
を介してドレインドライバ１３０に出力する。その際、
表示制御装置１１０は、ドレインドライバ１３０のデー
タラッチ回路に表示データをラッチするための表示制御
信号である表示データラッチ用クロック信号（ＣＬ２
Ａ，ＣＬ２Ｂ）を信号線を介して出力する。この表示デ
ータラッチ用クロック信号（ＣＬ２Ａ，ＣＬ２Ｂ；以
下、単に、クロック信号という）等については後述す
る。本体コンピュータ側からの表示データは６ビットあ
るいは８ビットで、１画素単位、即ち、赤（Ｒ）、緑
（Ｇ）、青（Ｂ）の各データを１つの組にして単位時間
毎に転送される。
【００２１】表示制御装置１１０は、ディスプレイタイ
ミング信号の入力が終了するか、または、ディスプレイ
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9
タイミング信号が入力されてから所定の一定時間が過ぎ
ると、１水平分の表示データが終了したものとして、ド
レインドライバ１３０のラッチ回路に蓄えていた表示デ
ータを液晶表示パネル１０のドレイン信号線（Ｄ）に出
力するための表示制御信号である出力タイミング制御用
クロック信号（ＣＬ１）を信号線を介してドレインドラ
イバ１３０に出力する。また、表示制御装置１１０は、
垂直同期信号入力後に、第１番目のディスプレイタイミ
ング信号が入力されると、これを第１番目の表示ライン
と判断して信号線を介してゲートドライバ１４０にフレ
ーム開始指示信号（ＦＬＭ）を出力する。さらに、表示
制御装置１１０は、水平同期信号に基づいて、１水平走
査時間毎に、順次液晶表示パネル１０の各ゲート信号線
（Ｇ）に正のバイアス電圧を印加するように、信号線を
介してゲートドライバ１４０へ１水平走査時間周期のシ
フトクロック信号（ＣＬ３）を出力する。これにより、
液晶表示パネル１０の各ゲート信号線（Ｇ）に接続され
た複数の薄膜トランジスタ（ＴＦＴ１，ＴＦＴ２）が、
１水平走査時間の間導通する。以上の動作により、液晶
表示パネル１０に画像が表示される。
【００２２】図１に示す電源回路１２０は、正電圧生成
回路１２１、負電圧生成回路１２２、コモン電極（対向
電極）電圧生成回路１２３、ゲート電極電圧生成回路１
２４から構成される。正電圧生成回路１２１、負電圧生
成回路１２２は、それぞれ直列抵抗分圧回路で構成さ
れ、正極性の５値の階調基準電圧（Ｖ”０～Ｖ”４）
を、負電圧生成回路１２２は負極性の５値の階調基準電
圧（Ｖ”５～Ｖ”９）を出力する。この正極性の階調基
準電圧（Ｖ”０～Ｖ”４）、および負極性の階調基準電
圧（Ｖ”５～Ｖ”９）は、各ドレインドライバ１３０に
供給される。また、各ドレインドライバ１３０には、表
示制御装置１１０からの交流化信号（交流化タイミング
信号；Ｍ）も供給される。コモン電極電圧生成回路１２
３はコモン電極（ＩＴＯ２）に印加する駆動電圧を、ゲ
ート電極電圧生成回路１２４は薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ１，ＴＦＴ２）のゲート電極に印加する駆動電圧（正
のバイアス電圧および負のバイアス電圧）を生成する。
【００２３】図４は、図１に示すドレインドライバ１３
０の一例の概略構成を示すブロック図である。なお、ド
レインドライバ１３０は、１個の半導体集積回路（ＬＳ
Ｉ）から構成される。同図において、表示データのビッ
ト数をｎとするとき、正極性階調電圧生成回路１５１ａ
は、正電圧生成回路１２１から入力される正極性の５値
の階調基準電圧（Ｖ”０～Ｖ”４）に基づいて、正極性
の２n階調の階調電圧を生成し、電圧バスライン１５８
ａを介して出力回路１５７に出力する。負極性階調電圧
生成回路１５１ｂは、負電圧生成回路１２２から入力さ
れる負極性の５値の階調基準電圧（Ｖ”５～Ｖ”９）に
基づいて、負極性の２n階調の階調電圧を生成し、電圧
バスライン１５８ｂを介して出力回路１５７に出力す
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る。また、ドレインドライバ１３０の制御回路１５２内
のシフトレジスタ回路１５３は、表示制御装置１１０か
ら入力されるクロック信号（ＣＬ２Ａ）（または、クロ
ック信号（ＣＬ２Ｂ））に基づいて、入力レジスタ回路
１５４のデータ取り込み用信号を生成し、入力レジスタ
回路１５４に出力する。
【００２４】入力レジスタ回路１５４は、シフトレジス
タ回路１５３から出力されるデータ取り込み用信号に基
づき、表示制御装置１１０から入力されるクロック信号
（ＣＬ２Ａ）（または、クロック信号（ＣＬ２Ｂ））に
同期して、各色毎のｎビットの表示データを出力端子数
分だけラッチする。ストレージレジスタ回路１５５は、
表示制御装置１１０から入力される出力タイミング制御
用クロック信号（ＣＬ１）に応じて、入力レジスタ回路
１５４内の表示データをラッチする。このストレージレ
ジスタ回路１５５に取り込まれた表示データは、レベル
シフト回路１５６を介して出力回路１５７に入力され
る。出力回路１５７は、正極性の２n階調の階調電圧、
あるいは負極性の２n階調の階調電圧から、表示データ
に対応した１つの階調電圧を選択して、各ドレイン信号
線（Ｄ）に出力する。
【００２５】図５は、出力回路１５７の構成を中心に、
図４に示すドレインドライバ１３０の構成を説明するた
めのブロック図である。一般に、液晶層は、長時間同じ
電圧（直流電圧）が印加されていると、液晶層の傾きが
固定化され、結果として残像現象を引き起こし、液晶層
の寿命を縮めることになる。これを防止するために、従
来のＴＦＴ方式の液晶表示モジュールにおいては、液晶
層に交流の駆動電圧を印加するようにしている。この液
晶層に交流電圧を印加する駆動方法として、ドット反転
法あるいはＮライン反転法等のコモン対称法が知られて
おり、図５は、駆動方法としてドット反転法を採用する
場合の構成を図示している。同図において、１５３は図
４に示す制御回路１５２内のシフトレジスタ回路、１５
６は図４に示すレベルシフト回路であり、また、データ
ラッチ部２６５は、図４に示す入力レジスタ回路１５４
とストレージレジスタ回路１５５とを表し、さらに、デ
コーダ部（階調電圧選択回路）２６１、アンプ回路対２
６３、アンプ回路対２６３の出力を切り替えるスイッチ
部（２）２６４が、図４に示す出力回路１５７を構成す
る。ここで、スイッチ部（１）２６２およびスイッチ部
（２）２６４は、交流化信号（Ｍ）に基づいて制御され
る。また、Ｙ１，Ｙ２，Ｙ３，Ｙ４，Ｙ５，Ｙ６は、そ
れぞれ第１番目、第２番目、第３番目、第４番目、第５
番目、第６番目のドレイン信号線（Ｄ）を示している。
【００２６】図５に示すドインドライバ１３０において
は、スイッチ部（１）２６２により、データラッチ部２
６５（より詳しくは、図４に示す入力レジスタ１５４）
に入力されるデータ取り込み用信号を切り替えて、各色
毎の表示データを各色毎の隣合うデータラッチ部２６５



(7) 特開２００１－３１１９３３

10

20

30

40

50

11
に入力する。デコーダ部２６１は、階調電圧生成回路１
５１ａから電圧バスライン１５８ａを介して出力される
正極性の２n階調の階調電圧から、各データラッチ部２
６５（より詳しくは、図４に示すストレージレジスタ１
５５）から出力される表示用データに対応する正極性の
階調電圧を選択する高電圧用デコーダ回路２７８と、階
調電圧生成回路１５１ｂから電圧バスライン１５８ｂを
介して出力される負極性の２n階調の階調電圧から、各
データラッチ部２６５から出力される表示用データに対
応する負極性の階調電圧を選択する低電圧用デコーダ回
路２７９とから構成される。この高電圧用デコーダ回路
２７８と低電圧用デコーダ回路２７９とは、隣接するデ
ータラッチ部２６５毎に設けられる。
【００２７】アンプ回路対２６３は、高電圧用アンプ回
路２７１と低電圧用アンプ回路２７２とにより構成され
る。高電圧用アンプ回路２７１には高電圧用デコーダ回
路２７８で選択された正極性の階調電圧が入力され、正
極性の階調電圧を出力する。低電圧用アンプ回路２７２
には低電圧用デコーダ回路２７９で選択された負極性の
階調電圧が入力され、負極性の階調電圧を出力する。ド
ット反転法では、隣接する各色の階調電圧は互いに逆極
性となり、また、アンプ回路対２６３の高電圧用アンプ
回路２７１および低電圧用アンプ回路２７２の並びは、
高電圧用アンプ回路２７１→低電圧用アンプ回路２７２
→高電圧用アンプ回路２７１→低電圧用アンプ回路２７
２となるので、スイッチ部（１）２６２により、データ
ラッチ部２６５に入力されるデータ取り込み用信号を切
り替えて、各色毎の表示データを、各色毎の隣り合うデ
ータラッチ部２６５に入力し、それに合わせて、高電圧
用アンプ回路２７１あるいは低電圧用アンプ回路２７２
から出力される出力電圧をスイッチ部（２）２６４によ
り切り替え、各色毎の階調電圧が出力されるドレイン信
号線（Ｄ）、例えば、第１番目のドレイン信号線（Ｙ
１）と第４番目のドレイン信号線（Ｙ４）とに出力する
ことにより、各ドレイン信号線（Ｄ）に正極性あるいは
負極性の階調電圧を出力することが可能となる。
【００２８】図６は、図１に示す表示制御装置１１０か
ら送出されるデータの配列と、クロック信号（ＣＬ２
Ａ，ＣＬ２Ｂ）の位相関係を説明するための図である。
同図に示すように、クロック信号（ＣＬ２Ｂ）は、クロ
ック信号（ＣＬ２Ａ）の反転信号であり、クロック信号
（ＣＬ２Ａ）は奇数番目のドレインドライバ（ＤＲＶ
１，ＤＲＶ３）に、クロック信号（ＣＬ２Ｂ）は偶数番
目のドレインドライバ（ＤＲＶ２，ＤＲＶ４）に入力さ
れる。そのため、表示制御装置１１０は、奇数番目のド
レインドライバ用の表示データ→偶数番目のドレインド
ライバ用の表示データ→奇数番目のドレインドライバ用
の表示データ・・・の順に、奇数番目のドレインドライ
バ用の表示データと偶数番目のドレインドライバ用の表
示データとを、交互にバスライン１３３上に送出する。
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【００２９】図７は、図１に示す表示制御装置１１０内
の表示データ送出部の構成を示す図である。外部より表
示データ（ＤＡＴＡＩＮ）が入力されると、奇数番目の
ドレインドライバ用の表示データは、奇数番目用メモリ
２０に入力され、偶数番目のドレインドライバ用の表示
データは、偶数番目用メモリ２１に入力される。次に、
これらの書き込まれた表示データは、読み出し開始信号
印加後、読み出し用クロック信号（ＣＬＫ）に同期して
先頭アドレスから順次読み出される。読み出された表示
データ（ｏ／Ｄ、ｅ／Ｄ）は、マルチプレクサ（ＭＰ
Ｘ）に入力され、セレクタゼネレータ部２２からの選択
信号（ＭＳ）によって、表示データ（ｏ／Ｄ、ｅ／Ｄ）
のどちらか一方が選択され、表示データ（ＤＤＡＴＡ）
としてバスライン１３３上に送出される。本実施の形態
のように、シングルバス転送方式の場合、マルチプレク
サ（ＭＰＸ）、表示データ（ｏ／Ｄ）、表示データ（ｅ
／Ｄ）を交互に選択する。ここで、セレクタゼネレータ
部２２は、スタートパルス（ＳＳＴ）を基準に、読み出
し用クロック信号（ＣＬＫ）に同期して、選択信号（Ｍ
Ｓ）を生成する。
【００３０】前述したような液晶表示装置において、コ
スト低減のために、ドレインドライバ１３０として汎用
のものを使用する場合があり、この場合には、全ドレイ
ンドライバの出力端子数に比して、液晶表示パネルのド
レイン信号線が少なくなる場合があり、このような場
合、従来では、余分となるドレインドライバの出力端子
には、液晶表示パネルのドレイン信号線（Ｄ）を接続し
ないで使用していた。このような使用形態の一例を、図
６に示す。この図６に示す例では、先頭のドレインドラ
イバ（ＤＲＶｌ）に、ドレイン信号線に接続されない１
～（ｎ－１）本の出力端子（以下、単に、未接続の出力
端子という）がある場合を図示している。図６に示す例
の場合、奇数番目用メモリ２０ヘの書き込みは、先頭よ
り（ｎ－１）をプラスしたアドレスから行い、偶数番目
用メモリ２１への書き込みは、先頭アドレスより書き込
むものとする。こうすることで、先頭から順次読み出す
と、Ｄｌｎから有効データが出力され、図６に示す表示
データ（ＤＤＡＴＡ）が得られる。
【００３１】しかしながら、図４に示す入力レジスタ回
路１５４、およびストレージレジスタ回路１５５には、
ドレインドライバの出力端子数分だけのデータをラッチ
する必要がある。そのため、前述したように、ドレイン
ドライバの未接続の出力端子には、無効表示データとし
て、Ｈレベル、あるいは、Ｌレベルを出力していた。そ
して、図６に示す例において、例えば、ドレインドライ
バ（ＤＲＶ１）の未接続の出力端子分の無効表示データ
としてＨレベルを送出し、かつ、ドレインドライバ（Ｄ
ＲＶ２）の１～（ｎ－１）本の出力端子分の有効表示デ
ータがＬレベルであった場合に、バスライン上のデータ
の並が、Ｈレベル（ドレインドライバ（ＤＲＶ１）への
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無効表示データ）→Ｌレベル（ドレインドライバ（ＤＲ
Ｖ２）への有効表示データ）→Ｈレベル（ドレインドラ
イバ（ＤＲＶ１）への無効表示データ）となるので、バ
スライン上の転送周波数が上昇する場合があった。
【００３２】以下に、本発明の無効表示データの転送方
法について説明する。図８は、図７に示すセレクタゼネ
レータ部２２の回路構成を示すブロック図である。同図
に示すように、セレクタゼネレータ部２２は、Ｄ型フリ
ップ・フロップ回路（ＦＦ）と、カウンタ・ＣＫデコー
ダ部３０と、ノア回路（ＮＯＲ））と、オア回路（Ｏ
Ｒ）とで構成される。ここで、カウンタ・ＣＫデコーダ
部３０は、読み出し用クロック信号（ＣＬＫ）のクロッ
ク数をカウントするカウンタと、当該カウンタのカウン
ト数をデコードするデコーダとを有する。
【００３３】図９は、図８に示す回路構成において、カ
ウンタ・ＣＫデコーダ部３０を除いた回路構成を示すブ
ロック図である。この図９に示す回路構成において、ス
タートパルス（ＳＳＴ）がＨレベルになるとノア回路
（ＮＯＲ）がＬレベルとなるので、スタートパルス（Ｓ
ＳＴ）がＨレベルのときに、読み出し用クロック信号
（ＣＬＫ）が印加されることで、Ｄ型フリップ・フロッ
プ回路（ＦＦ）はリセットされ、出力端子（Ｑ）はＬレ
ベルとなり、選択信号（Ｍ）はＬレベルとなる。次に、
スタートパルス（ＳＳＴ）がＬレベルとなると、ノア回
路（ＮＯＲ）の出力は、Ｄ型フリップ・フロップ回路
（ＦＦ）の出力端子（Ｑ）がＨレベルのときはＬレベ
ル、Ｄ型フリップ・フロップ回路（ＦＦ）の出力端子
（Ｑ）がＬレベルのときはＨレベルとなるので、選択信
号（ＭＳ）は、読み出し用クロック信号（ＣＬＫ）に同
期して、Ｈレベル、Ｌレベルを繰り返す。マルチプレク
サ（ＭＰＸ）が、選択信号（ＭＳ）がＬレベルのときに
奇数番目用メモリ２０、選択信号（ＭＳ）がＨレベルの
ときに偶数番目用メモリ２１を選択するように設定する
と、選択信号（ＭＳ）が、Ｌレベル、Ｈレベル、Ｌレベ
ル…と変化すると、奇数番目データ、偶数番目データ、
奇数番目データ…が、マルチプレクサ（ＭＰＸ）からバ
スライン１３３上に送出される。
【００３４】図８に示す回路構成も、基本的な動作は、
図９に示す回路と同じである。但し、図８に示す回路構
成では、読み出し用クロック信号（ＣＬＫ）のクロック
数が設定数以下の場合は、カウンタ・ＣＫデコーダ部３
０の出力（Ｄｏｕｔ）がＨレベルとなり、読み出し用ク
ロック信号（ＣＬＫ）のクロック数が設定数を越える
と、カウンタ・ＣＫデコーダ部３０の出力（Ｄｏｕｔ）
がＬレベルとなるように設定されている。即ち、カウン
タ・ＣＫデコーダ部３０のデコード数を、未接続本数
（ｎ－１）と設定しておくことにより、スタートパルス
（ＳＳＴ）が入力された後で、読み出し用クロック信号
（ＣＬＫ）が、（ｎ－１）個入力される間、出力（Ｄｏ
ｕｔ）はＨレベルを維持し、選択信号（ＭＳ）はＨレベ
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ルに固定される。設定数（未接続本数（ｎ－１））を超
えると、読み出し用クロック信号（ＣＬＫ）に同期し
て、出力（Ｄｏｕｔ）はＬレベルとなり、Ｄ型フリップ
・フロップ回路（ＦＦ）の出力端子（Ｑ）の出力が、選
択信号（ＭＳ）として出力される。
【００３５】このように、本実施の形態では、末接続部
分の無効表示データＤｌｌ～Ｄｌ（ｎ－１）を転送する
ときは、常時偶数番目用メモリ２１を選択するように選
択信号（ＭＳ）を生成する。したがって、本実施の形態
では、無効表示データ（Ｄｌｌ）のデータとして、ドレ
インドライバ（ＤＲＶ２）に転送される有効表示データ
（Ｄ２１）が転送され、同様に、無効表示データ（Ｄ１
２）として、有効表示データ（Ｄ２２）が転送される。
つまり、本実施の形態では、Ｄ２１、Ｄ２１、Ｄ２２、
Ｄ２２、Ｄ２３、Ｄ２３…の順番に表示データを転送
し、有効表示データ（Ｄｌｎ）からは、Ｄｌｎ、Ｄ２
ｎ、Ｄｌ（ｎ＋１）・・と転送する。そのため、本実施
の形態では、前述した従来例の場合のように、無効表示
データを含む表示データを転送する際に、バスライン上
の転送周波数を低減することができ、放射電磁雑音の発
生量を少なくすることが可能となる。
【００３６】なお、前述の説明では、先頭のドレインド
ライバ（ＤＲＶ１）に未接続の出力端子がある場合につ
いて説明したが、これ以外に、最終段のドレインドライ
バに末接続の出力端子がある場合や、未接続の端子がな
くても、偶数番目のドレインドライバと、奇数番目のド
レインドライバの数が異なる場合でも、同様な構成で解
決することができる。例えば、図１０に示すように、最
終段のドレインドライバ（ＤＲＶ４）に、未接続の出力
端子がある場合は、図７に示すセレクタゼネレータ部２
２として、図１１に示す回路構成のものを採用すること
により、前述と同様の効果を得ることができる。図１１
に示す回路構成は、図８に示すオア回路（ＯＲ）に代え
て、アンド回路（ＡＮＤ）を採用し、さらに、読み出し
用クロック信号（ＣＬＫ）のカウント数を（ｎ－１）に
設定するようにしたものである。これにより、図１１に
示す回路では、読み出し用クロック信号（ＣＬＫ）のカ
ウント数が（ｎ－１）までは、奇数番目用メモリ２０、
偶数番目用メモリ２１を交互に選択するように選択信号
（ＭＳ）を生成し、読み出し用クロック信号（ＣＬＫ）
のカウント数がｎを越えると、常時奇数番目用メモリ２
０の出力を選択するように選択信号（ＭＳ）を生成す
る。これによって、末接続の出力端子部分の転送データ
（無効表示データ）は、ドレインドライバ（ＤＲＶ３）
と同じ表示データとなる。
【００３７】また、図１２に示すように、奇数番目のド
レインドライバ（ＤＲＶ１，ＤＲＶ３，ＤＲＶ５）と、
偶数番目のドレインドライバ（ＤＲＶ２，ＤＲＶ４）の
数が異なる場合であっても、図７に示すセレクタゼネレ
ータ部２２として、図１１に示す回路構成のものを採用
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することにより、前述と同様の効果を得ることができ
る。さらに、図１３に示すように、ドレインドライバ
（ＤＲＶ１）、ドレインドライバ（ＤＲＶ２）にともに
未接続の出力端子があり、それらの未接続の出力端子の
位置が、例えば、中央部等の任意位置である場合であっ
ても、図７に示すセレクタゼネレータ部２２として、図
１４に示す回路構成のものを採用することにより、前述
と同様の効果を得ることができる。図１４に示す回路
は、カウンタ・ＣＫデコーダ部３０からの制御信号（Ｓ
０，Ｓ１）により、マルチプレクサ（ＭＰＸ２）を切り
替え、選択信号（ＭＳ）として、図１４の入力端子
（Ａ）に入力される信号、入力端子（Ｂ）に入力される
信号、入力端子（Ｃ）に入力される信号を選択するよう
にしたものである。
【００３８】即ち、図１４に示す回路では、カウンタ・
ＣＫデコーダ部３０でのデコード結果により、Ｈレベ
ル、Ｌレベル、あるいは、Ｄ型フリップ・フロップ回路
（ＦＦ）の出力端子（Ｑ）の出力レベルを選択するよう
にしたものである。ここで、カウンタ・ＣＫデコーダ部
３０は、ドレインドライバ（ＤＲＶ１）の未接続の出力
端子（図１４のｎ～（ｎ＋ｋ）；例えば、１０番目～１
５番目の出力端子）、ドレインドライバ（ＤＲＶ２）の
未接続の出力端子（図１４のｍ～（ｍ＋ｊ）；例えば、
２０番目～５０番目の出力端子）をそれぞれデコードで
きるように設定する。カウンタ・ＣＫデコーダ部３０か
らの制御信号（Ｓ０，Ｓ１）により、マルチプレクサ
（ＭＰＸ２）で選択する選択信号（ＭＳ）の一例を表１
に示す。
【表１】

【００３９】また、前述の説明では、選択信号（ＭＳ）
によって、ドレインドライバの未接続の出力端子用デー
タを制御しているが、この他に、メモリに書き込む方法
を変更するようにしてもよい。例えば、図６に示すドレ
インドライバ（ＤＲＶｌ）に（ｎ－１）本の末接続の出
力端子がある場合、奇数番目用メモリ２０の先頭から
（ｎ－１）のアドレスには、偶数番目用メモリ２１と同
じ内容を書き込む。こうすることで、選択信号（ＭＳ）
を生成するセレクタゼネレータ部２２として、図９に示
す回路構成のものを使用することができる。
【００４０】［実施の形態２］図１において、例えば、
本体コンピュータ側などの外部から入力される表示デー
タ（Ｒ，Ｇ，Ｂ）は、１画素単位で入力される場合と、
液晶表示パネル１０の高解像度、高速動作に伴って、２
画素単位で入力される場合との２通りがある。従来で
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は、１画素単位で入力される場合と、２画素単位で入力
される場合との２通りに応じて、それぞれ別の表示制御
装置を使用するようにしていた。そのため、従来例で
は、液晶表示装置のコストが上昇するという欠点があっ
た。本実施の形態は、表示制御装置１１０として、この
ような２通りの表示データ入力方式に対応できるように
し、その入力モードを、モードピンに印加する電圧、あ
るいは、内部で切り替えるようにしたものである。
【００４１】図１５は、本発明の実施の形態２の表示制
御装置（ＬＳＩ）のピン配置を示す図である。前述した
ように、本実施の形態の表示制御装置１１０は、１画素
または２画素入力のインタフェースに対応可能であり、
その設定はモードピン（ＰＩＸ）に印加する電圧で行
う。本実施の形態では、１画素入力仕様の場合には、モ
ードピン（ＰＩＸ）に印加する電圧をＬレベルに固定
し、また、２画素入力仕様の場合には、モードピン（Ｐ
ＩＸ）に印加する電圧をＨレベルに固定する。以下、本
実施の形態の表示制御装置１１０における、１画素入力
仕様と、２画素入力仕様との設定方法について説明す
る。図１６は、表示制御装置１１０の各入力端子が、そ
のまま、インタフェース・コネクタ（ＣＴ）に接続され
る場合のモードピン（ＰＩＸ）の設定方法を説明するた
めの図である。この場合には、１画素目の各表示デー
タ、２画素目の各表示データ、および各制御信号が入力
される入力端子、並びに、モードピン（ＰＩＸ）が、イ
ンタフェース・コネクタ（ＣＴ）に直接接続される。し
たがって、この例では、例えば、本体コンピュータ等の
外部より、モードピン（ＰＩＸ）に印加する電圧を設定
し、１画素入力仕様か、２画素入力仕様かを設定するこ
とになる。
【００４２】近年、液晶表示モジュールと、本体コンピ
ュータ側とのインタフェースとして、アナログ・インタ
フェースに代えて、デジタル・インタフェースが採用さ
れている。このデジタル・インタフェースとして、ＬＶ
ＤＳ（Low Voltage DifferentialSignaling）方式と、
ＰａｎｅｌＬｉｎｋ方式の２通りが知られている。図１
７は、デジタル・インタフェースとして、ＬＶＤＳ方式
を採用したＴＦＴ方式の液晶表示モジュールの要部構成
を示すブロック図である。同図に示すように、コンピュ
ータ本体側のグラフィックコントローラ１８０の出力段
と、表示制御装置１１０の入力段との間に、それぞれ半
導体集積回路（ＬＳＩ）で構成されるトランスミッタ
（１７０ａ，１７０ｂ）とレシーバ（１６０ａ，１６０
ｂ）とが設けられる。それ以外の回路構成は、図１に示
す回路構成と同じであるので、図示は省略している。
【００４３】前記トランスミッタ１７０ａ（あるいは１
７０ｂ）は、グラフィックコントローラ１８０からのデ
ィスプレイタイミング信号（ＤＴＭＧ）、水平同期信号
（Ｈｓｙｎｃ）、垂直同期信号（ｖｓｙｎｃ）および表
示用データ（Ｒ・Ｇ・Ｂ）の全部で２１ビットの信号を
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並列－直列変換して、３本のより対線でレシーバ１６０
ａ（あるいは１６０ｂ）に送出する。前記レシーバ１６
０ａ（あるいは１６０ｂ）は、前記シリアル信号を直列
－並列変換して、ディスプレイタイミング信号（ＤＴＭ
Ｇ）、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、垂直同期信号（ｖ
ｓｙｎｃ）および表示用データ（Ｒ・Ｇ・Ｂ）を表示制
御装置１１０に送出する。また、クロック信号（ＣＫ）
は、一本のより対線で前記トランスミッタ１７０ａ（あ
るいは１７０ｂ）からレシーバ１６０ａ（あるいは１６
０ｂ）に伝送される。
【００４４】図１８は、ＬＶＤＳ方式で、外部から表示
制御装置１１０に表示データ等が入力される場合のモー
ドピン（ＰＩＸ）の設定方法を説明するための図であ
る。この場合には、１画素目の入力表示データ、および
２画素目の入力表示データ毎に、コネクタ（ＣＴ１，Ｃ
Ｔ２）を有している。２画素目の入力表示データが存在
するか否かは、２画素目の入力表示データが転送されて
くるコネクタ（ＣＴ２）に電源が生じているか、あるい
は、２画素目の入力表示データが転送されてくるレシー
バから、クロック信号（ＣＫ）が出力されているかを確
認し、その結果を表示制御装置１１０のモードピン（Ｐ
ＩＸ）に反映させる。２画素目の入力表示データが転送
されてくるレシーバから、クロック信号（ＣＫ）が出力
されているか否かは、例えば、図１８に示すようなクロ
ックチェック回路６０を設けることで可能である。即
ち、抵抗ＲとコンデンサＣからなるローパスフィルタに
より、クロック信号（ＣＫ）が出力されているかを検出
し、このローパスフィルタからの出力電圧により、モー
ドピン（ＰＩＸ）の電圧を設定する。
【００４５】前述した方法は、表示制御装置１１０のモ
ードピン（ＰＩＸ）に印加する電圧により、入力モード
を切り替える方法であるが、この切り替えを、表示制御
装置１１０の内部で行うことも可能である。図１９に示
すように、外部から入力されるディスプレイ・タイミン
グ信号は、１ライン内の表示データ区間を示す。よっ
て、１画素入力仕様の場合は、ディスプレイ・タイミン
グ信号内のクロック信号（ＣＫ）のクロック数は、液晶
表示パネル１０の横方向の画素数と一致する。また、２
画素入力仕様の場合は、ディスプレイ・タイミング信号
内のクロック信号（ＣＫ）のクロック数は、液晶表示パ
ネル１０の横方向の画素数の半分の画素数となる。した
がって、図２０に示すような回路で、ディスプレイ・タ
イミング信号内のクロック信号（ＣＫ）のクロック数
を、表示制御装置１１０内部で判断することにより、１
画素入力仕様か、２画素入力仕様かを判断することがで
きる。
【００４６】図２０に示す回路では、ディスプレイ・タ
イミング信号の立ち上がり時点を、立ち上がり検出回路
３００で検出し、これによりカウンタ回路３０１をリセ
ットし、その後、カウンタ回路３０１でクロック信号 *
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*（ＣＫ）のクロック数をカウントする。また、ディスプ
レイ・タイミング信号の立ち下がり時点を、立ち下がり
検出回路３０２で検出し、これにより、カウンタ回路３
０２のカウント数をラッチ回路３０３にラッチする。こ
のラッチ回路３０３にラッチされたカウント数と、液晶
表示パネル１０の横方向の画素数（即ち、横方向の解像
度）とを、比較回路３０４で比較する。比較回路３０４
での比較結果により、ディスプレイ・タイミング信号内
のクロック信号（ＣＫ）のクロック数が、液晶表示パネ
ル１０の横方向の画素数と一致した場合には、表示制御
装置１１０の内部で入力モードを１画素入力仕様とし、
また、ディスプレイ・タイミング信号内のクロック信号
（ＣＫ）のクロック数が、液晶表示パネル１０の横方向
の画素数の半分の画素数と一致した場合には、表示制御
装置１１０の内部で入力モードを２画素入力仕様とす
る。それ以外の場合には、異常処理として処理する。こ
の例の場合には、表示制御装置１１０のモードピン（Ｐ
ＩＸ）が不要となるので、表示制御装置１１０の小型化
を図る上で有効である。
【００４７】また、前記各実施の形態では、本発明を縦
電界方式の液晶表示パネルに適用した場合について説明
したが、これに限定されるものではなく、横電界方式の
液晶表示パネルにも適用可能である。また、前記各実施
の形態では、本発明をＴＦＴ方式の液晶表示装置に適用
した場合について説明したが、これに限定されるもので
はなく、本発明は、ＳＴＮ方式の単純マトリクス形液晶
表示装置にも適用可能であることは言うまでもない。以
上、本発明者によってなされた発明を、前記発明の実施
の形態に基づき具体的に説明したが、本発明は、前記発
明の実施の形態に限定されるものではなく、その要旨を
逸脱しない範囲において種々変更可能であることは勿論
である。
【００４８】
【発明の効果】本願において開示される発明のうち代表
的なものによって得られる効果を簡単に説明すれば、下
記のとおりである。
（１）本発明によれば、表示制御装置から無効表示デー
タを含む表示データを各駆動回路に転送する際に、バス
ライン上の転送周波数を低減することが可能となる。
（２）本発明によれば、表示制御装置として各入力モー
ド毎に共通のものを使用することができるので、コスト
を低減することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態１のＴＦＴ方式の液晶表示
モジュールの概略構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示す液晶表示パネルの一例の等価回路を
示す図である。
【図３】図１に示す液晶表示パネルの他の例の等価回路
を示す図である。
【図４】図１に示すドレインドライバの概略構成を示す
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ブロック図である。
【図５】出力回路の構成を中心に、図４に示すドレイン
ドライバの構成を説明するためのブロック図である。
【図６】図１に示す表示制御装置から送出されるデータ
の配列と、クロック信号（ＣＬ２Ａ，ＣＬ２Ｂ）の位相
関係を説明するための図である。
【図７】図１に示す表示制御装置内の表示データ送出部
の構成を示す図である。
【図８】図７に示すセレクタゼネレータ部の回路構成を
示すブロック図である。
【図９】図８に示す回路構成において、カウンタ・ＣＫ
デコーダ部を除いた回路構成を示すブロック図である。
【図１０】ドレインドライバに未接続の出力端子がある
ＴＦＴ方式の液晶表示モジュールの他の例を示す図であ
る。
【図１１】図７に示すセレクタゼネレータ部の他の回路
構成を示すブロック図である。
【図１２】奇数番目のドレインドライバと、偶数番目の
ドレインドライバとの数が異なるＴＦＴ方式の液晶表示
モジュールを示す図である。
【図１３】ドレインドライバに未接続の出力端子がある
ＴＦＴ方式の液晶表示モジュールの他の例を示す図であ
る。
【図１４】図７に示すセレクタゼネレータ部の他の回路
構成を示すブロック図である。
【図１５】本発明の実施の形態２の表示制御装置（ＬＳ
Ｉ）のピン配置を示す図である。
【図１６】表示制御装置の各入力端子が、そのまま、イ
ンタフェース・コネクタに接続される場合のモードピン
（ＰＩＸ）の設定方法を説明するための図である。
【図１７】デジタル・インタフェースとして、ＬＶＤＳ
方式を採用したＴＦＴ方式の液晶表示モジュールの要部
構成を示すブロック図である。
【図１８】ＬＶＤＳ方式で、外部から表示制御装置に表
示データ等が入力される場合のモードピン（ＰＩＸ）の*
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*設定方法を説明するための図である。
【図１９】外部から入力される制御信号のタイミングチ
ャートを示す図である。
【図２０】表示制御装置内で、１画素入力仕様か、２画
素入力仕様かを判断するための回路構成の一例を示す図
である。
【符号の説明】
１０…液晶表示パネル、２０…奇数番目用メモリ、２１
…偶数番目用メモリ、２２…セレクタゼネレータ部、３
０…カウンタ・ＣＫデコーダ部、６０…クロックチェッ
ク回路、１００…インタフェース部、１１０…表示制御
装置、１２０…電源回路、１２１…正電圧生成回路、１
２２…負電圧生成回路、１２３…コモン電極（対向電
極）電圧生成回路、１２４…ゲート電極電圧生成回路、
１３０，ＤＲＶ…ドレインドライバ、１３３…表示デー
タのバスライン、１４０…ゲートドライバ、１５１ａ，
１５１ｂ…階調電圧生成回路、１５２…制御回路、１５
３…シフトレジスタ回路、１５４…入力ラッチ回路、１
５５…ストレージレジスタ回路、１５６…レベルシフト
回路、１５７…出力回路、１５８ａ，１５８ｂ…電圧バ
スライン、１６０ａ，１６０ｂ…レシーバ、１７０ａ，
１７０ｂ…トランスミッタ、１８０…グラフィックコン
トローラ、２６１…デコーダ部、２６２，２６４…スイ
ッチ部、２６３…アンプ回路対、２６５…データラッチ
部、２７１…高電圧用アンプ回路、２７２…低電圧用ア
ンプ回路、２７８，２７９…デコーダ回路、３００…立
ち上がり検出回路、３０１…カウンタ回路、３０２…立
ち下がり検出回路、３０３…ラッチ回路、３０４…比較
回路、ＡＮＤ…アンド回路、ＦＦ…Ｄ型フリップ・フロ
ップ回路、ＮＯＲ…ノア回路、ＯＲ…オア回路、ＭＰ
Ｘ，ＭＰＸ２…マルチプレクサ、ＩＴＯ１…画素電極、
ＩＴＯ２…コモン電極、Ｄ，Ｙ…ドレイン信号線、Ｇ…
ゲート信号線、ＴＦＴ１，ＴＦＴ２…薄膜トランジス
タ、ＣLC…液晶容量、ＣADD…付加容量、ＣＳＴＧ…保
持容量、ＣＯＭ…共通信号線、ＣＴ…コネクタ。

【図７】 【図９】 【図１０】
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【図２】 【図３】

【図４】 【図８】

【図１１】
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【図１３】

【図１４】
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【図１５】
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【図１６】

【図１７】
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【図１８】
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【図１９】
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【図２０】
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